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末
摘
花
が
関
わ
る
末
摘
花
巻
・
葵
巻
・
蓬
生
巻
・
玉
鬘
巻
・
初
音
巻
・
行
幸

巻
・
若
菜
上
巻
の
中
で
、
直
接
に
彼
女
の
仏
教
信
仰
の
様
子
に
触
れ
て
い
る
の

は
蓬
生
巻
に
あ
る
一
節
で
あ
る
。

　
今
の
世
の
人
の
す
め
る
経
う
ち
誦
み
、
行
ひ
な
ど
い
ふ
こ
と
は
い
と
恥
づ

か
し
く
し
た
ま
ひ
て
、
見
た
て
ま
つ
る
人
も
な
け
れ
ど
、
数
珠
な
ど
取
り

寄
せ
た
ま
は
ず
。
か
や
う
に
う
る
は
し
く
ぞ
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
。（
蓬

生
②
三
三
一
頁
）
（
１
） 

右
は
蓬
生
巻
に
お
け
る
末
摘
花
の
時
代
遅
れ
の
古
風
な
生
活
の
場
面
で
提
起

さ
れ
た
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
末
摘
花
は
同
時
代
の
人
の
す
る
読
経
や

勤
行
を
た
い
そ
う
恥
ず
か
し
く
思
っ
て
、
誰
も
見
て
い
な
い
時
で
も
数
珠
を
手

に
し
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

仏
教
に
関
心
を
寄
せ
、
仏
道
に
志
す
人
物
が
『
源
氏
物
語
』
に
は
多
く
登
場
し

て
い
る
が
、
末
摘
花
は
日
常
生
活
の
中
で
仏
教
と
は
縁
遠
い
人
間
の
よ
う
に
見

え
る
。
こ
れ
は
従
来
の
一
般
的
な
見
解
で
も
あ
る
。
（
２
）

は
じ
め
に

末
摘
花
の
物
語
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
漢
詩
文
や
記
紀
神
話
と
の
関
わ
り
の

論
が
多
く
展
開
さ
れ
る
な
か
、
近
年
、
鈴
木
裕
子
氏
「『
源
氏
物
語
』
末
摘
花

巻
の
仏
教
的
要
素
」（『
駒
沢
大
学
仏
教
文
学
研
究
』
第
十
二
号
、
二
〇
〇
九
年

三
月
）
と
今
井
友
子
氏
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
末
摘
花
の
造
型
―
金
剛
醜
女
説

話
の
受
容
に
つ
い
て
―
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
五
十
二
号
、
二
〇
一
四
年
二

月
）
が
そ
れ
ぞ
れ
、『
維
摩
経
』、
仏
教
説
話
と
の
関
わ
り
か
ら
末
摘
花
の
人

物
造
型
や
彼
女
の
恋
物
語
に
対
す
る
読
解
を
行
っ
て
い
る
。

『
源
氏
物
語
』
と
仏
教
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
言
う
と
、
作
品
の
中
に
仏
教

語
や
仏
教
故
事
が
鏤
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
仏
教
行
事
の
場
面
や
人
物
の
仏
教

信
仰
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
目
に
付
く
。
そ
し
て
、
表
現
の
細

部
か
ら
作
品
全
体
の
思
想
と
方
法
に
及
ん
で
仏
教
思
想
が
深
く
浸
透
し
て
い
る

こ
と
は
既
に
多
く
の
先
行
研
究
に
解
き
明
か
さ
れ
て
い
る
。

「
数
珠
な
ど
取
り
寄
せ
た
ま
は
」
ぬ
末
摘
花
の
物
語
に
見
る
仏
教
の
思
想
と
救
済

︱
『
維
摩
経
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
に 

︱

竺
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一
、『
維
摩
経
』
入
不
二
法
門
品
に
つ
い
て

―
二
項
対
立
の
認
識
を
越
え
る
「
空
」
の
思
想
―

光
源
氏
は
乳
母
の
一
人
の
娘
で
あ
る
大
輔
命
婦
の
手
引
き
で
常
陸
宮
遺
愛
の

姫
君
、
の
ち
末
摘
花
と
通
称
さ
れ
る
女
君
と
出
逢
い
、
ま
ず
、
春
、
秋
二
度
に

わ
た
っ
て
常
陸
宮
邸
を
訪
れ
て
い
る
。
鈴
木
氏
が
末
摘
花
の
物
語
に『
維
摩
経
』

と
の
関
わ
り
を
見
出
し
た
重
要
な
一
箇
所
は
二
回
目
の
秋
八
月
二
十
余
日
の
逢

瀬
の
場
面
で
あ
る
。

氏
は
光
源
氏
の
求
愛
に
末
摘
花
が
沈
黙
を
押
し
通
し
て
一
向
に
返
事
を
し
な

い
状
況
と
、
そ
れ
を
嘆
く
光
源
氏
の
歌
に
あ
る
「
い
く
そ
た
び
君
が
し
じ
ま

に
負
け
ぬ
ら
ん
」「
い
は
ぬ
を
も
い
ふ
に
ま
さ
る
と
知
り
な
が
ら
」（
末
摘
花
①

二
八
三
頁
）
と
い
う
表
現
に
注
目
し
、『
維
摩
経
』
入
不
二
法
門
品
第
九
（
４
）
の
名

場
面
に
お
け
る
、
言
葉
に
し
て
返
事
す
る
よ
り
も
「
無
言
」「
沈
黙
」
を
も
っ

て
応
じ
る
ほ
う
が
上
で
あ
る
と
い
う
構
図
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を

指
摘
す
る
。

右
の
指
摘
を
受
け
て
、『
維
摩
経
』
入
不
二
法
門
品
を
見
て
み
よ
う
。

『
維
摩
経
』入
不
二
法
門
品
で
は
、維
摩
詰
居
士
が
菩
薩
た
ち
に
「
不
二
法
門
」

に
入
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
問
う
。
菩
薩
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
見
解
を
述
べ

た
後
、
文
殊
菩
薩
に
答
え
を
求
め
る
。
文
殊
菩
薩
は
、

於
一
切
法
無
言
無
説
。
無
示
無
識
。
離
諸
問
答
。
是
爲
入
不
二
法
門
。

一
切
法
に
於
い
て
言
無
く
、
説
無
く
、
示
な
く
、
識
な
く
、
諸
問
答
を
離

光
源
氏
の
求
愛
に
応
じ
ず
「
御
行
ひ
を
の
み
し
た
ま
ふ
」（
朝
顔
②
四
八
七

頁
）
と
勤
行
一
途
の
生
活
を
過
ご
す
朝
顔
の
姫
君
も
い
る
こ
と
か
ら
、
物
語
の

時
代
相
と
し
て
は
女
性
が
熱
心
に
仏
道
の
修
行
を
行
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
こ

と
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
三
角
洋
一
氏
が
『
源
氏
物
語
』
の
作
ら

れ
た
時
代
の
仏
教
背
景
に
つ
い
て
、
紫
式
部
が
生
き
る
時
代
は
「
多
く
の
女
性

が
二
〇
歳
代
の
う
ち
か
ら
経
文
を
読
み
習
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
」
と
指
摘
し

た
こ
と
が
記
憶
に
新
し
い
。
（
３
）

さ
て
、「
数
珠
な
ど
取
り
寄
せ
た
ま
は
」
ぬ
末
摘
花
と
い
う
人
物
設
定
が
見

ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
鈴
木
氏
と
今
井
氏
の
論
は
そ
れ
ぞ
れ
末
摘

花
の
人
物
造
型
に
大
乗
仏
教
の
般
若
智
慧
を
持
つ
賢
人
維
摩
詰
居
士
、
仏
に
救

わ
れ
る
金
剛
醜
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
看
取
し
、
本
格
的
に
仏
教
思
想
を
末
摘
花
の

人
物
論
と
末
摘
花
の
物
語
の
本
文
解
釈
に
取
り
入
れ
、
新
し
い
読
み
方
の
可
能

性
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

仏
教
と
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ
に
末
摘
花
の
物
語
を
論
じ
た
先
行
研
究
は
管
見

の
限
り
鈴
木
氏
と
今
井
氏
の
論
し
か
な
い
が
、
仏
教
世
界
に
包
ま
れ
て
い
る
と

も
言
え
る
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、
仏
教
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
た
末
摘
花
の

物
語
の
解
釈
は
看
過
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
本
稿
で
は
、
物
語
本

文
と
向
き
合
い
な
が
ら
、『
維
摩
経
』
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た
鈴
木
氏
の
論
を

継
承
し
て
、「
数
珠
な
ど
取
り
寄
せ
た
ま
は
」
ぬ
末
摘
花
の
物
語
を
も
う
一
度

読
み
直
し
て
み
た
い
。
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と
説
く
。
仏
典
に
こ
れ
と
関
連
す
る
内
容
は
、
た
と
え
ば
、
大
蔵
経
般
若
部
に

収
め
、「
空
」
の
思
想
を
二
百
字
余
り
に
凝
縮
し
て
現
し
た
、
古
来
よ
り
熟
知
さ

れ
る
唐
の
玄
奘
訳
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
』
の
経
文
が
容
易
に
想
起
さ
れ
よ
う
。

舍
利
子
。
是
諸
法
空
相
。
不
生
不
滅
。
不
垢
不
淨
。
不
増
不
減
。

舍
利
子
、
是
れ
諸
法
は
空
相
に
し
て
、
不
生
不
滅
、
不
垢
不
淨
、
不
増
不

減
な
り
。

法
自
在
菩
薩
の
説
く
「
生
滅
爲
二
。
法
本
不
生
。
今
則
無
滅
」
は
『
般
若
波

羅
蜜
多
心
経
』
に
「
諸
法
空
相
」
の
表
れ
と
し
て
「
不
生
不
滅
。
不
垢
不
淨
。

不
増
不
減
」
と
説
か
れ
る
教
義
に
通
じ
て
い
る
。『
維
摩
経
』
入
不
二
法
門
品

で
は
、
二
項
対
立
の
認
識
を
越
え
る
「
諸
法
空
相
」
の
真
理
が
闡
明
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

二
、『
往
生
要
集
』
に
み
る
「
無
生
法
忍
」
を
悟
ら
せ
る
極
楽

浄
土
の
功
徳
と
宝
樹
の
「
妙
法
音
聲
」

前
述
の
法
自
在
菩
薩
の
言
葉
に
も
見
ら
れ
る
が
、
不
二
の
法
門
を
体
得
す
る

菩
薩
は
「
無
生
法
忍
」
を
得
る
境
地
に
あ
る
。
入
不
二
法
門
品
の
最
後
に
、

説
是
入
不
二
法
門
品
時
。
於
此
衆
中
五
千
菩
薩
。
皆
入
不
二
法
門
。
得
無

生
法
忍
。

是
の
入
不
二
法
門
品
を
説
く
時
、
此
の
衆
中
に
於
い
て
、
五
千
の
菩
薩
は
、

皆
不
二
の
法
門
に
入
り
て
、
無
生
法
忍
を
得
た
り
き
。

と
五
千
の
菩
薩
た
ち
は
す
べ
て
「
無
生
法
忍
」
の
境
地
に
達
し
た
。
一
方
、『
維

る
る
、
是
れ
を
不
二
の
法
門
に
入
る
と
爲
す
。）

5
（

と
述
べ
、
最
後
に
維
摩
詰
に
見
解
を
尋
ね
る
。
す
る
と
、

時
維
摩
詰
默
然
無
言
。

時
に
維
摩
詰
は
默
然
と
し
て
言
無
し
。

と
維
摩
詰
は「
沈
黙
」「
無
言
」を
も
っ
て
応
じ
た
。
維
摩
詰
の
反
応
に
対
し
て
、

文
殊
菩
薩
は
、

善
哉
善
哉
。
乃
至
無
有
文
字
語
言
。
是
眞
入
不
二
法
門
。

善
き
か
な
善
き
か
な
。
乃
至
、
文
字
・
語
言
有
る
こ
と
無
し
。
是
れ
眞
に

不
二
の
法
門
に
入
る
な
り
。

と
讃
嘆
し
た
。

こ
の
場
面
で
論
じ
ら
れ
る
「
入
不
二
法
門
」
は
ほ
か
で
も
な
く
、
大
乗
仏
教

が
第
一
に
説
く
般
若
智
慧
の
「
空
」
の
思
想
で
あ
る
。

入
不
二
法
門
品
に
お
い
て
、
物
語
的
展
開
と
し
て
は
、
最
後
に
「
沈
黙
」「
無

言
」
を
も
っ
て
見
解
を
示
し
た
維
摩
詰
が
菩
薩
た
ち
を
負
か
し
て
一
番
有
力
な

答
え
を
出
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、「
入
不
二
法
門
」
の

真
意
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
に
見
解
を
並
べ
た
法
自
在
菩
薩
を
は
じ
め
と
す
る

菩
薩
た
ち
に
具
体
的
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
初
に
見
解
を
述
べ
た
法
自
在
菩
薩
は
、

生
滅
爲
二
。法
本
不
生
。今
則
無
滅
。得
此
無
生
法
忍
。是
爲
入
不
二
法
門
。

生
と
滅
と
を
二
と
爲
す
。
法
は
本
よ
り
不
生
に
し
て
、今
即
ち
無
滅
な
り
。

此
の
無
生
法
忍
を
得
る
、
是
れ
を
不
二
の
法
門
に
入
る
と
爲
す
。
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極
楽
往
生
の
指
南
書
『
往
生
要
集
』（
九
八
五
年
）
を
繙
く
と
、
極
楽
浄
土
の

功
徳
を
詳
述
し
た
大
文
第
二
「
欣
求
浄
土
」
に
「
無
生
法
忍
」
に
関
し
て
次
の

よ
う
な
内
容
が
見
ら
れ
る
。）

7
（

一
つ
は
、「
第
四
　
五
妙
境
界
の
楽
」
と
し
て
、
浄
土
に
流
れ
る
池
の
水
は

妙
法
を
演
説
し
、
そ
の
中
に
「
無
生
法
忍
」
の
声
が
あ
る
と
い
う
。

講
堂
・
精
舎
・
宮
殿
・
楼
閣
の
内
外
・
左
右
に
も
ろ
も
ろ
の
浴
池
あ
り
。

…
…
微
か
な
る
瀾な
み

、
廻
り
流
れ
て
転う

た

た
相
灌
注
す
。
安
詳
と
し
て
徐
に
逝

き
、
遅
か
ら
ず
疾
か
ら
ず
。
そ
の
声
微
妙
に
し
て
仏
法
な
ら
ざ
る
な
し
。

或
は
苦
・
空
・
無
我
、
も
ろ
も
ろ
の
波
羅
蜜
を
演
説
し
、
或
は
十
力
・
無

畏
、
不
共
法
の
声
を
流
出
す
。
或
は
大
慈
悲
の
声
、
或
は
無
生
忍
の
声
な

り
。）

8
（

も
う
一
つ
は
、「
第
十
　
増
進
仏
道
の
楽
」
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
悲
願
力

な
ど
の
因
縁
に
よ
っ
て
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
衆
生
は
自
然
に
「
無
生
法
忍
」

を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

か
の
極
楽
国
土
の
衆
生
は
、多
く
の
因
縁
あ
る
が
故
に
畢
竟
し
て
退
か
ず
、

仏
道
を
増
進
す
。
一
に
は
仏
の
悲
願
力
、
常
に
摂
持
し
た
ま
ふ
が
故
に
。

二
に
は
仏
の
光
、
常
に
照
ら
し
て
菩
提
心
を
増
す
が
故
に
。
…
…
こ
の
因

縁
に
因
り
て
、
か
の
土
の
衆
生
は
、
所
有
の
万
物
に
於
て
、
我
・
我
所
の

心
な
く
、
去
来
進
止
、
心
に
係
る
所
な
し
。
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
に
於
て
大

悲
心
を
得
、
自
然
に
増
進
し
て
、
無
生
忍
を
悟
り
、
究
竟
し
て
必
ず
一
生

補
処
に
至
る
。
乃
至
、
速
か
に
無
上
菩
提
を
証
す
。）

9
（

摩
経
』
方
便
品
第
二
に
登
場
す
る
維
摩
詰
は
、

爾
時
。
毘
耶
離
大
城
中
。
有
長
者
名
維
摩
詰
。
已
曾
供
養
無
量
諸
佛
。
深

植
善
本
。
得
無
生
忍
。
辯
才
無
礙
。
遊
戲
神
通
。
逮
諸
總
持
。
…
…
欲
度

人
故
。
以
善
方
便
居
毘
耶
離
。

爾そ

の
時
、
毘
耶
離
大
城
の
中
に
、
長
者
の
維
摩
詰
と
名
づ
く
る
も
の
有
り
。

已か
つ
て曾
無
量
の
諸
佛
を
供
養
し
て
、
深
く
善
の
本
を
植
ゑ
、
無
生
忍
を
得
て
、

辯
才
無
礙
な
り
。
神
通
に
遊
戲
し
、
諸
の
總
持
を
逮
す
。
…
…
人
を
度
せ

ん
と
欲
す
る
が
故
に
、
善
方
便
を
以
っ
て
毘
耶
離
に
居
る
。

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、既
に
「
無
生
忍
」＝
「
無
生
法
忍
」）

6
（

を
得
て
い
る
。

維
摩
詰
は
衆
生
済
度
の
た
め
に
在
家
の
修
行
者
の
姿
で
示
現
し
た
菩
薩
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

「
無
生
法
忍
」
は
菩
薩
に
し
て
初
め
て
得
ら
れ
る
境
地
で
あ
る
が
、『
無
量
壽

経
』
に
よ
る
と
、
娑
婆
世
界
の
衆
生
は
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
に
往
生
す
れ
ば

菩
薩
の
「
無
生
法
忍
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の

四
十
八
願
の
一
つ
（
第
三
十
四
願
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

設
我
得
佛
。
十
方
無
量
不
可
思
議
諸
佛
世
界
衆
生
之
類
。
聞
我
名
字
。
不

得
菩
薩
無
生
法
忍
。
諸
深
總
持
者
。
不
取
正
覺
。

た
と
い
、
わ
れ
佛
と
な
る
を
え
ん
と
き
、
十
方
の
無
量
・
不
可
思
議
の
諸

佛
世
界
の
衆
生
の
類
、
わ
が
名
字
を
聞
き
て
、
菩
薩
の
無
生
法
忍
、（
な

い
し
は
）
も
ろ
も
ろ
の
深
（
妙
）
な
る
總
持
を
え
ず
ん
ば
、正
覺
を
取
ら
じ
。

『
源
氏
物
語
』
が
作
ら
れ
た
時
代
に
親
し
ま
れ
て
い
た
、
源
信
が
著
わ
し
た
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僧
を
念
ず
」
と
い
う
記
述
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
無
量
壽
経
』、

淸
風
時
發
。
出
五
音
聲
。
微
玅
宮
商
。
自
然
相
和
。

淸
風
、
時
に
發
り
て
、
五
の
音
聲
を
出
し
、
微
玅
の
宮
商
、
自
然
相
和
す
。

と
『
阿
弥
陀
経
』、

彼
佛
國
土
。
微
風
吹
動
。
諸
寳
行
樹
及
寳
羅
網
。
出
微
妙
音
。
譬
如
百
千

種
樂
。
同
時
倶
作
。
聞
是
音
者
。
皆
自
然
生
念
佛
念
法
念
僧
之
心
。

か
の
佛
國
土
に
は
、
微
風
吹
動
す
る
や
、
も
ろ
も
ろ
の
寳
行
樹
お
よ
び
寳

羅
網
、
微
妙
の
音
を
出
す
。
譬
え
ば
、
百
千
種
の
樂
、
同
時
に
と
も
に
な

す
が
ご
と
し
。
是
の
音
を
聞
く
者
、
皆
、
自
然
に
念
佛
・
念
法
・
念
僧
の

心
を
生
ず
。

に
見
ら
れ
る
。「
聞
く
も
の
は
自じ

然ね
ん

に
仏
・
法
・
僧
を
念
ず
」
と
い
う
宝
樹
の

楽
の
音
は
妙
法
を
演
説
す
る
声
で
あ
り
、
そ
の
音
楽
が
も
た
ら
す
「
聞
く
こ
と

あ
ら
ん
者
は
深
法
忍
を
得
、
不
退
転
に
住
し
、
耳
根
清
徹
な
り
」
の
効
果
と
言

え
ば
、『
無
量
壽
経
』
に
、

微
風
徐
動
。
吹
諸
枝
葉
。
演
出
無
量
妙
法
音
聲
。
其
聲
流
布
。
徧
諸
佛
國
。

其
聞
音
者
。
得
深
法
忍
。
住
不
退
轉
。
至
成
佛
道
。
耳
根
淸
徹
。
不
遭
苦
患
。

微
風
、
し
ず
か
に
動
い
て
、
も
ろ
も
ろ
の
枝
葉
を
吹
く
に
、
無
量
の
妙
法

の
音
聲
を
演の

べ
出
す
。
其
の
聲
、
流
布
し
て
、
諸
佛
の
國
に
あ
ま
ね
し
。

其
の
音
を
聞
く
者
、
深
法
忍
を
得
て
、
不
退
轉
に
住
せ
ん
。
佛
道
を
成
ず

る
に
至
る
ま
で
、
耳
根
淸
徹
に
し
て
、
苦
患
に
遭
わ
ず
。

と
あ
り
、
ま
た
「
樹
の
色
を
覩み

、
樹
の
香
を
聞か

ぎ
、
樹
の
味
を
甞
め
、
樹
の
光

極
楽
浄
土
で
は
、
妙
法
を
演
説
す
る
の
は
池
の
水
だ
け
で
な
く
、
も
ろ
も
ろ

の
宝
樹
も
風
に
吹
か
れ
て
仏
法
を
伝
え
る
妙
な
る
楽
の
音
を
流
し
出
し
、
聞
く

者
に
「
深
法
忍
」
す
な
わ
ち
「
無
生
法
忍
」）

10
（

を
得
さ
せ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
「
第

四
　
五
妙
境
界
の
楽
」と「
第
八
　
見
仏
聞
法
の
楽
」の
二
箇
所
に
確
認
さ
れ
る
。

池
の
畔
、
河
の
岸
に
、
栴
檀
の
樹
あ
り
。
行
々
相
当
り
、
葉
々
相
次
ぎ
、

紫
金
の
葉
、
白
銀
の
枝
、
珊
瑚
の
花
、
車
磲
の
実
、
一
宝
・
七
宝
、
或
は

純
、
或
は
雑
の
、
枝
葉
花
菓
、
荘
厳
し
映
飾
す
。
和
風
時
に
来
り
て
も
ろ

も
ろ
の
宝
樹
を
吹
け
ば
、
羅
網
微
か
に
動
い
て
妙
花
徐し
ず

か
に
落
ち
、
風
に

随
ひ
て
馥
か
お
り
を
散
ら
し
、
水
に
雑
り
て
芬

か
お
り
を
流
す
。
い
は
ん
や
微
妙
の
音
を

出
し
て
宮
商
相
和
す
る
こ
と
、
譬
へ
ば
百
千
種
の
楽
を
同
時
に
倶
に
作
す

が
ご
と
し
。
聞
く
も
の
は
自じ

然ね
ん

に
仏
・
法
・
僧
を
念
ず
。（「
第
四
　
五
妙

境
界
の
楽
」）

厳
浄
の
地
の
上
に
は
菩
提
樹
あ
り
て
、
枝
葉
四
に
布
き
、
衆
宝
も
て
合
成

せ
り
。
樹
の
上
に
は
宝
の
羅
網
を
覆
ひ
、
枝
の
間
に
は
珠
の
瓔
珞
を
垂
れ

た
り
。
風
、
枝
葉
を
動
か
さ
ば
、
声
、
妙
法
を
演の

べ
、
そ
の
声
流
布
し
て

諸
仏
の
国
に
徧
ず
。
そ
の
聞
く
こ
と
あ
ら
ん
者
は
深
法
忍
を
得
、
不
退
転

に
住
し
、
耳
根
清
徹
な
り
。
樹
の
色
を
覩み

、
樹
の
香
を
聞か

ぎ
、
樹
の
味
を

甞
め
、
樹
の
光
に
触
れ
、
樹
の
相
を
縁
ず
る
も
、
一
切
ま
た
然
り
。（「
第

八
　
見
仏
聞
法
の
楽
」）

宝
樹
が
風
に
吹
か
れ
て
「
微
妙
の
音
を
出
し
て
宮
商
相
和
す
る
」「
譬
へ
ば

百
千
種
の
楽
を
同
時
に
倶
に
作
す
が
ご
と
し
。
聞
く
も
の
は
自じ

然ね
ん

に
仏
・
法
・
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て
、
御
消
息
や
聞
こ
え
つ
ら
む
、
例
の
い
と
忍
び
て
お
は
し
た
り
。
月
や

う
や
う
出
で
て
、
荒
れ
た
る
籬
の
ほ
ど
う
と
ま
し
く
、
う
ち
な
が
め
た
ま

ふ
に
、
琴 

そ
そ
の
か
さ
れ
て
ほ
の
か
に
掻
き
鳴
ら
し
た
ま
ふ
ほ
ど
、
け

し
う
は
あ
ら
ず
。
す
こ
し
け
近
う
、い
ま
め
き
た
る
け
を
つ
け
ば
や
と
ぞ
、

乱
れ
た
る
心
に
は
心
も
と
な
く
思
ひ
ゐ
た
る
。
人
目
し
な
き
所
な
れ
ば
、

心
や
す
く
入
り
た
ま
ふ
。（
末
摘
花
①
二
七
九
〜
二
八
〇
頁
）

▼
「
琴
」
…
『
大
成
』「
き
む
」（
異
同
な
し
　
二
一
一
頁
）。）

11
（

「
八
月
二
十
余
日
、
宵
過
ぐ
る
ま
で
待
た
る
る
月
の
心
も
と
な
き
に
、
星
の

光
ば
か
り
さ
や
け
く
、
松
の
梢
吹
く
風
の
音
心
細
く
て
、
い
に
し
へ
の
こ
と
語

り
出
で
て
う
ち
泣
き
な
ど
し
た
ま
ふ
」「
月
や
う
や
う
出
で
て
、
荒
れ
た
る
籬

の
ほ
ど
う
と
ま
し
く
」
と
い
う
描
写
は
、
零
落
し
た
宮
家
の
姫
君
の
末
摘
花
が

荒
れ
た
邸
に
心
細
く
寂
し
く
暮
ら
し
て
い
る
情
景
を
あ
り
あ
り
と
現
前
さ
せ
て

い
る
。
新
間
一
美
氏
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
白
居
易
の
諷
喩
詩「
陵
園
妾
」（『
白

居
易
集
箋
校
』
巻
四
・
諷
喩
四
））

12
（

を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。）

13
（

新
間

氏
の
指
摘
を
受
け
て
、
白
居
易
文
学
の
雰
囲
気
を
匂
わ
せ
る
こ
の
場
面
で
、
中

国
伝
来
の
琴き
ん

が
奏
さ
れ
る
の
が
い
か
に
も
「
い
と
よ
き
を
り
」
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。

傍
線
部
「
す
こ
し
け
近
う
、
い
ま
め
き
た
る
け
を
つ
け
ば
や
」
と
、
そ
の
場

で
末
摘
花
の
琴
の
音
を
聞
い
た
大
輔
命
婦
は
も
う
少
し
「
い
ま
め
」
く
風
情
が

加
味
さ
れ
た
ら
と
心
内
で
感
想
を
漏
ら
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
森
野
正
弘
氏

は
「
琴
の
琴
が
、
こ
の
物
語
に
お
い
て
は
「
い
ま
め
く
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に

に
触
れ
、
樹
の
相
を
縁
ず
る
も
、
一
切
ま
た
然
り
」
に
つ
い
て
は
、『
無
量
壽
経
』

に
宝
樹
を
見
る
者
も
「
無
生
法
忍
」
を
得
ら
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

若
彼
國
人
天
。
見
此
樹
者
。
得
三
法
忍
。
一
者
音
響
忍
。
二
者
柔
順
忍
。

三
者
無
生
法
忍
。

も
し
か
の
國
の
人
・
天
に
し
て
、
此
の
樹
を
見
る
者
、
三
つ
の
法
忍
を
え

ん
。
一
つ
に
は
音
響
忍
、
二
つ
に
は
柔
順
忍
、
三
つ
に
は
無
生
法
忍
な
り
。

三
、
白
居
易
の
琴
詩
か
ら
読
む
末
摘
花
の
弾
琴
場
面
―

「
古
め
く
」「
聲
淡
」
の
音
楽
―

さ
て
、『
維
摩
経
』
入
不
二
法
門
品
と
の
関
わ
り
が
看
取
さ
れ
る
、
八
月

二
十
余
日
の
逢
瀬
の
場
面
に
戻
る
が
、
宝
樹
が
仏
法
を
伝
え
る
妙
な
る
楽
の
音

を
流
し
出
し
、
聞
く
者
に
「
無
生
法
忍
」
を
悟
ら
せ
る
と
い
う
極
楽
浄
土
の
功

徳
に
焦
点
を
当
て
て
物
語
本
文
を
顧
み
る
と
、維
摩
詰
同
然
に「
沈
黙
」「
無
言
」

を
も
っ
て
光
源
氏
を
負
か
し
た
末
摘
花
の
「
説
法
」
は
、
こ
の
場
面
の
序
幕
を

飾
る
琴き
ん

の
楽
の
演
奏
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
次
に
具

体
的
に
論
じ
て
い
く
。

常
陸
宮
邸
を
訪
れ
た
光
源
氏
は
先
に
末
摘
花
が
掻
き
鳴
ら
す
琴き
ん

の
琴
の
音
を

耳
に
す
る
。

八
月
二
十
余
日
、
宵
過
ぐ
る
ま
で
待
た
る
る
月
の
心
も
と
な
き
に
、
星
の

光
ば
か
り
さ
や
け
く
、
松
の
梢
吹
く
風
の
音
心
細
く
て
、
い
に
し
へ
の
こ

と
語
り
出
で
て
う
ち
泣
き
な
ど
し
た
ま
ふ
。
い
と
よ
き
を
り
か
な
と
思
ひ
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何
物
使
之
然
　
何
物
か
之
を
し
て
然
ら
し
め
た
る
、

羌
笛
與
琴
筝
　
羌
笛
と
琴
筝
と
な
り
。

（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
・
諷
喩
一
、
元
和
元
年
〜
元
和
十
年
〈
八
〇
六

〜
八
一
五
〉、
三
十
五
歳
〜
四
十
四
歳
、
長
安
）

右
の
「
廃
琴
」
詩
で
は
、
琴き
ん

は
太
古
の
音
色
を
す
る
聖
代
の
楽
器
で
あ
り
な

が
ら
、
今
の
世
の
人
々
に
は
好
ま
れ
ず
に
廃
棄
さ
れ
て
塵
を
被
っ
て
い
る
の
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
廃
琴
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
五
絃
彈
」（『
白

居
易
集
箋
校
』
巻
三
・
諷
喩
三
）
に
、

正
始
之
音
其
若
何
　
正
始
の
音
　
其
れ
若い
か
ん何

朱
絃
疏
越
清
廟
歌
　
朱
絃
　
疏
越
に
し
て
　
清
廟
に
歌
ふ
。

一
彈
一
唱
再
三
歎
　
一
彈
　
一
唱
　
再
三
歎
ず
、

曲
淡
節
稀
聲
不
多
　
曲
淡
く
節
稀
に
し
て
　
聲
多
か
ら
ず
。

融
融
曳
曳
召
元
氣
　
融
融
　
曳
曳
　
元
氣
を
召
き
、

聽
之
不
覺
心
平
和
　
之
を
聽
け
ば
　
覺
え
ず
　
心
平
和
な
り
。

人
情
重
今
多
賤
古
　
人
情
　
今
を
重
ん
じ
　
多
く
古
を
賤
し
む
、

古
琴
有
絃
人
不
撫
　
古
琴
　
絃
有
る
も
　
人
撫
せ
ず
。

と
も
見
ら
れ
る
。

琴き
ん

の
音
色
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、「
廃
琴
」「
五
絃
彈
」
で
は
「
淡
」
の
言

葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
末
摘
花
の
琴
音
を
見
て
み
る
と
、

物
語
本
文
に
「
ほ
の
か
に
掻
き
鳴
ら
し
た
ま
ふ
ほ
ど
、
け
し
う
は
あ
ら
ず
」
と

あ
る
弾
琴
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
か
す
か
に
掻
き
鳴
ら
さ
れ
る
琴
の
音
色
は
悪

背
反
す
る
も
の
と
し
て
構
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
」「
和
琴
・
筝
の
琴
・
琵
琶
が

「
い
ま
め
く
」
と
結
び
付
く
こ
と
」
を
指
摘
し
、「
琴
の
琴
は
、「
古
め
く
・
古

代
な
り
」
と
い
う
語
と
等
質
の
レ
ベ
ル
で
機
能
し
な
が
ら
末
摘
花
の
イ
メ
ー
ジ

形
成
に
関
与
し
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。）

14
（

何
に
つ
け
て
も
「
古
め
く
・
古
め
か
し
・
古
代
」
を
感
じ
さ
せ
る
末
摘
花
の

古
風
さ
は
大
輔
命
婦
に
欠
点
を
つ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
右
書
左
琴
」）

15
（

と
言
わ
れ
る
琴き

ん

に
し
て
み
れ
ば
、「
古
め
く
」
特
徴
は
む
し
ろ
古
来
中
国
の
文

人
た
ち
に
賞
賛
さ
れ
て
い
る
美
質
で
あ
る
。
同
じ
く
白
居
易
の
諷
喩
詩
に
は
、

当
世
に
流
行
す
る
筝
の
琴
や
五
絃
琵
琶
な
ど
の
楽
器
の
音
楽
と
対
比
さ
れ
て
古

の
高
尚
の
正
音
が
伝
わ
る
琴き
ん

の
楽
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
廃
琴

絲
桐
合
爲
琴
　
絲
桐
、
合
し
て
琴
と
爲
れ
ば
、

中
有
太
古
聲
　
中
に
太
古
の
聲
有
り
。

古
聲
淡
無
味
　
古
聲
　
淡
と
し
て
味
無
く
、

不
稱
今
人
情
　
今
人
の
情
に
稱か
な

は
ず
。

玉
徽
光
彩
滅
　
玉
徽
に
光
彩
滅
し
、

朱
絃
塵
土
生
　
朱
絃
に
塵
土
生
ず
。

廃
棄
来
已
久
　
廃
棄
せ
ら
れ
て
来
こ
の
か
た

已
に
久
し
き
も
、

遺
音
尚
泠
泠
　
遺
音
　
尚
ほ
泠
泠
た
り
。

不
辞
爲
君
彈
　
君
の
爲
に
彈
ず
る
を
辭
せ
ず
、

縦
彈
人
不
聽
　
縦
ひ
彈
ず
る
も
人
聽
か
じ
。
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夜
琴

蜀
桐
木
性
實
　
蜀
桐
は
木
性
實
な
り
、

楚
絲
音
韵
清
　
楚
絲
は
音
韵
清
し
。

調
慢
彈
且
緩
　
調
慢
に
し
て
彈
く
こ
と
且
つ
緩
し
、

夜
深
十
數
聲
　
夜
深
け
て
十
數
聲
。

入
耳
淡
無
味
　
耳
に
入
り
て
淡
と
し
て
味
は
ひ
無
く
、

愜
心
潜
有
情
　
心
に
愜か
な

う
て
潜
か
に
情
有
り
。

自
弄
還
自
罷
　
自
ら
弄
し
還
た
自
ら
罷
む
、

亦
不
要
人
聽
　
亦
た
人
の
聽
か
ん
こ
と
を
要
せ
ず
。

（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
七
・
閑
適
三
、
元
和
十
三
年
〈
八
一
八
〉、
四
十
七

歳
、
江
州
、
江
州
司
馬
）

「
夜
琴
」
で
は
「
廃
琴
」
と
同
じ
く
「
淡
無
味
」
の
琴
音
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
両
詩
の
起
句
に
そ
れ
ぞ
れ
「
蜀
桐
木
性
實
」「
絲
桐
合
爲
琴
」
と
詠

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
琴き
ん

は
樹
木
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
意
識
さ
せ
る
楽
器
と

見
ら
れ
る
。四

、
白
居
易
の
琴
詩
か
ら
読
む
「
琴
を
ぞ
な
つ
か
し
き

語
ら
ひ
人
と
思
へ
る
」
末
摘
花
の
人
物
造
型

―
「
知
音
」
を
求
め
ぬ
夜
一
人
の
音
楽
―

と
こ
ろ
で
、「
夜
琴
」
に
詠
ま
れ
る
「
自
弄
還
自
罷
　
亦
不
要
人
聽
」
に
つ

い
て
、
中
純
子
氏
は
「
自
分
だ
け
の
自
由
な
境
地
を
表
現
し
、
深
く
自
ら
の
世

く
は
な
い
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

「
け
し
う
は
あ
ら
ず
」
は
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
光
源
氏
が
最
初
に
末

摘
花
の
琴き
ん

を
聞
い
た
春
の
朧
月
夜
の
弾
琴
場
面
で
は
、
彼
女
の
琴
音
は
「
ほ
の

か
に
掻
き
鳴
ら
し
た
ま
ふ
、
を
か
し
う
聞
こ
ゆ
。
な
に
ば
か
り
深
き
手
な
ら
ね

ど
、
物
の
音
が
ら
の
筋
こ
と
な
る
も
の
な
れ
ば
、
聞
き
に
く
く
も
思
さ
れ
ず
」

（
末
摘
花
①
二
六
九
頁
）
と
光
源
氏
の
心
中
に
評
さ
れ
て
い
る
。
か
す
か
に
奏

で
ら
れ
る
琴
音
は
「
を
か
し
う
聞
こ
ゆ
」
と
風
情
が
あ
っ
て
光
源
氏
の
耳
に
伝

わ
り
、
上
手
と
は
言
え
な
い
技
量
で
あ
る
が
、
琴
の
音
色
は
も
と
も
と
「
筋
こ

と
な
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、聞
き
苦
し
い
ま
で
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
。

二
つ
の
弾
琴
場
面
に
見
る
末
摘
花
の
弾
琴
表
現
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、「
け

し
う
は
あ
ら
」
ぬ
末
摘
花
の
琴
音
は
、
優
れ
た
演
奏
技
術
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
が
、「
筋
こ
と
な
る
も
の
」
の
琴き
ん

の
音
色
で
あ
る
た
め
、
風
情
が
あ
っ
て
ま

ん
ざ
ら
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。「
ほ
の

か
」「
か
す
か
」
の
琴
音
が
「
筋
こ
と
な
る
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
描
写
に
お

い
て
、
白
居
易
の
作
品
に
見
る
「
淡
」
の
特
徴
を
持
つ
琴
音
が
意
識
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
廃
琴
」
で
は
「
古
聲
淡
無
味
」
の
琴
音
が
「
遺
音

尚
泠
泠
」、「
五
絃
彈
」
で
は
「
曲
淡
節
稀
聲
不
多
」
の
琴
音
が
「
融
融
曳
曳
召

元
氣
　
聽
之
不
覺
心
平
和
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
淡
」
な
る
琴
音
は

格
別
の
音
色
を
感
じ
さ
せ
る
音
楽
で
あ
る
と
窺
え
る
。

ま
た
、
夜
に
弾
じ
ら
れ
る
琴き
ん

と
し
て
は
、
白
居
易
の
閑
適
詩
に
「
夜
琴
」
と

い
う
題
の
詩
が
確
認
さ
れ
る
。
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う
出
」
づ
る
時
に
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
光
源
氏
が
一
回
目
に
常
陸
宮
邸

を
訪
れ
て
彼
女
の
琴
音
を
立
ち
聞
き
す
る
と
こ
ろ
も
「
十
六
夜
の
月
を
か
し
き

ほ
ど
」（
末
摘
花
①
二
六
八
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
で
末
摘
花
は
大
輔

命
婦
に
琴き
ん

を
勧
め
ら
れ
る
が
、
彼
女
は
「
聞
き
知
る
人
こ
そ
あ
な
れ
。
も
も
し

き
に
行
き
か
ふ
人
の
聞
く
ば
か
り
や
は
」と
の
言
葉
を
口
に
す
る
。「
夜
琴
」「
船

夜
援
琴
」
に
み
る
白
居
易
の
心
象
風
景
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
読
む
と
、
末
摘
花

は
よ
く
深
夜
一
人
で
琴き
ん

だ
け
を
相
手
に
し
、「
聞
き
知
る
人
」
の
「
知
音
」
を

求
め
ず
「
心
靜
卽
聲
淡
」
の
琴き
ん

の
音
楽
の
世
界
に
耽
り
込
ん
で
い
る
と
印
象
付

け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
春
の
弾
琴
場
面
の
前
に
展
開
さ
れ
る
光
源
氏
と
大
輔
命

婦
の
間
に
交
わ
さ
れ
る
会
話
の
中
で
確
認
さ
れ
る
。

故
常
陸
の
親
王
の
末
に
ま
う
け
て
い
み
じ
う
か
な
し
う
か
し
づ
き
た
ま
ひ

し
御
む
す
め
、
心
細
く
て
残
り
ゐ
た
る
を
、
も
の
の
つ
い
で
に
語
り
き
こ

え
け
れ
ば
、
源
氏
「
あ
は
れ
の
こ
と
や
」
と
て
、
御
心
と
ど
め
て
問
ひ
聞
き

た
ま
ふ
。
命
婦
「
心
ば
へ
容
貌
な
ど
、
深
き
方
は
え
知
り
は
べ
ら
ず
。
か

い
ひ
そ
め
人
疎
う
も
て
な
し
た
ま
へ
ば
、
さ
べ
き
宵
な
ど
、
物
越
し
に
て

ぞ
語
ら
ひ
は
べ
る
。
琴 

を
ぞ
な
つ
か
し
き
語
ら
ひ
人
と
思
へ
る
」
と
聞

こ
ゆ
れ
ば
、「
三
つ
の
友
に
て
、
い
ま
一
く
さ
や
う
た
て
あ
ら
む
」
と
て
、

源
氏
「
我
に
聞
か
せ
よ
。
父
親
王
の
、
さ
や
う
の
方
に
い
と
よ
し
づ
き
て

も
の
し
た
ま
う
け
れ
ば
、お
し
な
べ
て
の
手
づ
か
ひ
に
は
あ
ら
じ
と
思
ふ
」

と
語
ら
ひ
た
ま
ふ
。
命
婦
「
さ
や
う
に
聞
こ
し
め
す
ば
か
り
に
は
は
べ
ら

ず
や
あ
ら
む
」
と
言
へ
ば
、
源
氏
「
い
た
う
気
色
ば
ま
し
や
。
こ
の
ご
ろ
の

界
に
沈
潜
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
広
が
っ
て
い

る
の
は
、
白
居
易
だ
け
の
、
彼
独
自
の
心
の
世
界
な
の
で
あ
る
」
と
評
し
な
が

ら
、「
閑
適
の
雰
囲
気
を
十
二
分
に
備
え
た
」
次
の
「
船
夜
援
琴
」
を
取
り
上

げ
て
い
る
。）

16
（

　
　
　
船
夜
援
琴

鳥
棲
魚
不
動
　
鳥
棲
み
て
魚
動
か
ず
、

月
照
夜
江
深
　
月
照
ら
し
夜
江
深
し
。

身
外
都
無
事
　
身
外
都
て
事
も
無
し
、

舟
中
只
有
琴
　
舟
中
只
だ
琴
有
る
の
み
。

七
絃
爲
益
友
　
七
絃
益
友
た
り
、

兩
耳
是
知
音
　
兩
耳
是
れ
知
音
。

心
靜
卽
聲
淡
　
心
靜
か
な
れ
ば
卽
ち
聲
淡
く
、

其
間
無
古
今
　
其
の
間
古
今
無
し
。

（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
十
四
・
律
詩
、
宝
暦
元
年
〈
八
二
五
〉、
五
十
四

歳
、
洛
陽
か
ら
蘇
州
に
赴
く
途
中
、
蘇
州
刺
史
）

「
船
夜
援
琴
」
は
「
夜
琴
」
と
同
じ
く
静
寂
の
夜
に
一
人
「
聲
淡
」
の
琴き
ん

の

音
楽
を
楽
し
む
心
境
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
詩
で
は
、さ
ら
に
「
月
照
夜
江
深
」

「
舟
中
只
有
琴
」「
七
絃
爲
益
友
　
兩
耳
是
知
音
」
と
あ
る
よ
う
に
、
月
夜
に
琴き
ん

だ
け
を
気
心
の
知
れ
た
友
と
し
て
向
き
合
う
詩
人
独
自
の
世
界
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
て
い
る
。

八
月
二
十
余
日
の
末
摘
花
の
弾
琴
は
な
る
ほ
ど
夜
が
深
ま
っ
て
「
月
や
う
や
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継
ぐ
廬
山
僧
団
と
の
交
遊）

19
（

と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

五
、
白
居
易
の
琴
詩
に
み
る
「
空
」
を
演
説
す
る
琴き
ん

の

楽
と
極
楽
浄
土
の
宝
樹
の
音
楽

仏
教
思
想
を
詠
み
込
ん
だ
白
居
易
の
琴
詩
と
し
て
次
の
「
好
聽
琴
」
を
見
て

み
よ
う
。

　
　
　
好
聽
琴

本
性
好
絲
桐
　
本
性
絲
桐
を
好
み
、

塵
機
聞
卽
空
　
塵
機
聞
け
ば
卽
ち
空
な
り
。

一
聲
來
耳
裏
　
一
聲
耳
裏
に
來
ら
ば
、

萬
事
離
心
中
　
萬
事
心
中
を
離
る
。

清
暢
堪
銷
疾
　
清
く
暢
や
か
に
し
て
疾
を
銷
す
に
堪
へ
、

恬
和
好
養
蒙
　
恬
和
に
し
て
蒙
を
養
ふ
に
好
し
。

尤
宜
聽
三
樂
　
尤
も
三
樂
を
聽
く
に
宜
し
く
、

安
慰
白
頭
翁
　
白
頭
翁
を
安
慰
す
。

（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
十
三
・
律
詩
、
長
慶
四
年
〈
八
二
四
〉、
五
十
三

歳
、
洛
陽
、
太
子
左
庶
子
分
司
）

「
好
聽
琴
」
で
は
、
絲
桐
琴き
ん

の
音
は
一
た
び
耳
に
入
る
と
、
世
間
万
事
が
す

べ
て
心
中
か
ら
離
れ
る
と
さ
れ
る
。「
塵
機
聞
卽
空
」
と
い
う
の
は
、
明
ら
か

に
俗
塵
の
煩
悩
と
妄
念
を
断
じ
て
「
空
」
を
悟
る
仏
教
の
世
界
観
を
意
識
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
お
お
よ
そ
三
、四
年
後
に
作
ら
れ
る
「
畫

お
ぼ
ろ
月
夜
に
忍
び
て
も
の
せ
む
。
ま
か
で
よ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
わ
づ

ら
は
し
と
思
へ
ど
、
内
裏
わ
た
り
も
の
ど
や
か
な
る
春
の
つ
れ
づ
れ
に
ま

か
で
ぬ
。（
末
摘
花
①
二
六
六
〜
二
六
七
頁
）

▼
「
琴
」
…
『
大
成
』「
き
む
」
↓
「
き
ん
」（
河
内
本
　
二
〇
二
頁
）。

末
摘
花
の
物
語
の
発
端
と
し
て
、
時
々
折
を
見
て
光
源
氏
に
末
摘
花
の
消
息

を
漏
ら
す
大
輔
命
婦
が
彼
女
を
評
し
て
「
心
ば
へ
容
貌
な
ど
、
深
き
方
は
え
知

り
は
べ
ら
ず
。
か
い
ひ
そ
め
人
疎
う
も
て
な
し
た
ま
へ
ば
、
さ
べ
き
宵
な
ど
、

物
越
し
に
て
ぞ
語
ら
ひ
は
べ
る
。
琴
を
ぞ
な
つ
か
し
き
語
ら
ひ
人
と
思
へ
る
」）

17
（

と
言
う
。
要
す
る
に
、
性
分
や
器
量
に
つ
い
て
は
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

琴き
ん

だ
け
を
格
別
に
親
し
く
付
き
合
う
相
手
と
し
て
い
る
ら
し
い
謎
の
美
女
と
い

う
の
が
末
摘
花
の
初
印
象
と
言
え
よ
う
。こ
の
話
を
聞
く
光
源
氏
は
瞬
時
に「
三

つ
の
友
に
て
、
い
ま
一
く
さ
や
う
た
て
あ
ら
む
」
と
反
応
す
る
。

こ
の
箇
所
は
白
居
易
文
学
に
み
る
「
琴
詩
酒
」
の
「
三
友
」
を
踏
ま
て
い
る

と
古
注
以
来
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
つ
注
意
し
て

お
き
た
い
の
は
、
典
拠
と
さ
れ
る
名
作
「
寄
殷
協
律
」「
北
窓
三
友
」
も
そ
う

で
あ
る
が
、「
琴
詩
酒
」
の
三
友
が
多
く
詠
ま
れ
る
の
は
白
居
易
五
十
歳
以
降

の
中
晩
年
期
の
作
品
な
の
で
あ
る
。）

18
（

周
知
の
よ
う
に
、
江
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ

る
元
和
十
年
（
八
一
五
）、
白
居
易
四
十
四
歳
以
降
の
人
生
は
彼
が
深
く
仏
教

の
修
行
を
積
ん
で
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。「
夜
琴
」「
船
夜
援
琴
」に
詠
ま
れ
る
、

「
聲
淡
」
の
琴き
ん

の
世
界
に
潜
り
込
む
白
居
易
の
静
寂
の
心
象
風
景
は
、
江
州
司

馬
時
代
と
そ
れ
以
降
に
お
け
る
白
居
易
と
浄
土
宗
の
開
祖
慧
遠
の
法
脈
を
受
け
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と
も
尊
ば
れ
る
楽
器
で
あ
る
琴き

ん

を
強
く
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
表
現
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。「
宮
商
」
は
中
国
音
楽
の
五
音
階
「
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
」
を
指

し
て
い
る
が
、平
安
時
代
人
の
座
右
の
類
書『
初
学
記
』に
琴き
ん

の
記
述
を
見
る
と
、

三
禮
圖
曰
。
琴
、
第
一
絃
爲
宮
。
次
絃
爲
商
。
次
爲
角
。
次
爲
羽
。
次
爲

徴
。
次
爲
少
宮
。
次
爲
少
商
。（『
初
学
記
』
巻
十
六
・
楽
部
下
・
琴
』））

20
（

三
禮
圖
に
曰
く
、
琴
、
第
一
絃
は
宮
と
爲
し
、
次
絃
は
商
と
爲
し
、
次
は

角
と
爲
し
、
次
は
羽
と
爲
し
、
次
は
徴
と
爲
し
、
次
は
少
宮
と
爲
し
、
次

は
少
商
と
爲
す
。

と
琴き
ん

の
七
絃
が
「
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
・
少
宮
・
少
商
」
と
名
付
け
ら
れ
て

い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
。
白
居
易
の
「
廃
琴
」「
夜
琴
」「
好
聽
琴
」
な
ど
に
詠

ま
れ
る
、
桐
の
樹
木
の
属
性
を
持
ち
、
俗
塵
に
置
か
れ
る
心
身
を
静
寂
の
境
地

に
導
き
、「
空
」
を
悟
ら
せ
る
琴き
ん

の
音
楽
は
ま
さ
し
く
、「
無
生
法
忍
」
を
悟
ら

せ
る
極
楽
浄
土
の
宝
樹
の
「
妙
法
音
聲
」
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。

六
、
白
居
易
詩
に
詠
ま
れ
る
琴き
ん

と
『
維
摩
経
』

こ
こ
で
、
琴き

ん

に
関
す
る
白
居
易
の
詩
作
を
さ
ら
に
見
て
い
く
と
、「
好
聽
琴
」

と
近
い
時
期
の
作
品
に
琴き
ん

が
『
維
摩
経
』
と
対
に
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
の
が
注

目
さ
れ
る
。

　
　
　
東
院

松
下
軒
廊
竹
下
房
　
松
下
の
軒
廊
　
竹
下
の
房
、

水
月
菩
薩
賛
」
で
は
、
こ
れ
に
通
じ
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
畫
水
月
菩
薩
賛

淨
淥
水
上
　
虛
白
光
中
　
淨
淥
の
水
の
上
、
虛
白
の
光
の
中
。

一
覩
其
相
　
萬
緣
皆
空
　
一
た
び
其
の
相
を
覩
れ
ば
、萬
緣
　
皆
空
な
り
。

弟
子
居
易
　
誓
心
歸
依
　
弟
子
の
居
易
、
心
に
誓
っ
て
歸
依
し
、

生
生
劫
劫
　
長
為
我
師
　
生
生
劫
劫
　
長
し
な
へ
に
我
が
師
と
為
さ
ん
。

（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
十
九
・
銘
賛
箴
謠
偈
、
大
和
元
年
〜
大
和
二
年

〈
八
二
七
〜
八
二
八
〉、
五
十
六
歳
〜
五
十
七
歳
、
長
安
）

「
畫
水
月
菩
薩
賛
」
で
は
、「
一
覩
其
相
　
萬
緣
皆
空
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一

た
び
水
月
菩
薩
の
姿
を
目
に
す
る
と
、
す
べ
て
の
因
縁
が
「
空
」
で
あ
る
こ
と

を
悟
る
と
い
う
。
要
す
る
に
、
水
月
菩
薩
を
見
か
け
る
と
、
因
縁
和
合
の
す
べ

て
の
存
在
と
現
象
に
お
け
る
「
諸
法
空
相
」
の
実
相
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
る

と
言
っ
て
い
る
。「
好
聽
琴
」
の
「
一
聲
來
耳
裏
　
萬
事
離
心
中
」
は
こ
れ
と

同
じ
趣
向
で
詠
ま
れ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
「
淥
水
」
は
「
琴

茶
」
に
「
琴
裏
知
聞
唯
淥
水
（
琴
裏
に
は
知
聞
は
　
唯
だ
淥
水
の
み
）」（『
白

居
易
集
箋
校
』
巻
二
十
五
・
律
詩
、
宝
暦
二
年
〈
八
二
六
〉、
五
十
五
歳
、
蘇
州
、

蘇
州
刺
史
）
と
詠
み
込
ま
れ
る
琴
の
曲
名
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
琴
」
の
音
楽
の
特
質
に
関
し
て
想
起
さ
れ
る
の
が
第
二
節
で

論
じ
た
極
楽
浄
土
の
宝
樹
の
音
楽
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
漢
訳
『
無
量
壽
経
』

の
「
淸
風
時
發
。
出
五
音
聲
。
微
玅
宮
商
。
自
然
相
和
」
と
そ
れ
に
よ
る
『
往

生
要
集
』
の
「
微
妙
の
音
を
出
し
て
宮
商
相
和
す
る
」
は
、
中
国
本
土
で
も
っ
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「
淨
名
居
士
」
は
ほ
か
の
幾
つ
か
の
作
品
に
も
見
掛
け
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち

の
「
酒
筵
上
答
张
居
士
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
酒
筵
上
答
張
居
士

但
要
前
塵
滅
　
但
だ
前
塵
の
滅
す
る
を
要
す
、

無
妨
外
相
同
　
外
相
の
同
じ
き
に
妨
げ
無
し
。

雖
過
酒
肆
上
　
酒
肆
の
上
を
過
ぐ
と
雖
も
、

不
離
道
場
中
　
道
場
の
中
を
離
れ
ず
。

絃
管
聲
非
寶
　
絃
管
　
聲
　
寶
に
非
ず
、

花
鈿
色
是
空
　
花
鈿
　
色
　
是
れ
空
な
り

何
人
知
此
義
　
何
人
か
此
の
義
を
知
ら
ん
、

唯
有
凈
名
翁
　
唯
だ
凈
名
翁
有
り
。

（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
十
四
・
律
詩
、
宝
暦
二
年
〈
八
二
六
〉、
五
十
五

歳
、
蘇
州
、
蘇
州
刺
士
）

「
酒
筵
上
答
张
居
士
」で
は
維
摩
詰
居
士
は「
凈
名
翁
」と
詠
ま
れ
て
い
る
。「
絃

管
聲
非
寶
　
花
鈿
色
是
空
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
は
『
維
摩
経
』
に
説
か

れ
る
「
空
」
の
思
想
を
借
り
て
酒
筵
上
の
管
弦
の
楽
と
歌
舞
の
妓
女
を
描
い
て

い
る
。「
何
人
知
此
義
　
唯
有
凈
名
翁
」
と
「
空
」
の
思
想
を
解
せ
る
の
は
「
凈

名
翁
」
だ
け
な
の
だ
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
前
節
で
述
べ
た
『
維
摩
経
』「
入
不

二
法
門
品
」
に
お
け
る
「
沈
黙
」
の
維
摩
詰
が
菩
薩
た
ち
の
雄
弁
に
勝
っ
た
物

語
的
場
面
を
想
起
さ
せ
る
と
と
も
に
、白
居
易
の
琴
詩
に
現
れ
る
一
人
「
聲
淡
」

の
琴き
ん

の
音
楽
の
世
界
に
沈
潜
す
る
心
境
を
も
思
い
出
さ
せ
る
。
白
居
易
の
琴
詩

暖
簷
晴
日
滿
繩
牀
　
暖
簷
の
晴
日
　
繩
牀
に
滿
つ
。

淨
名
居
士
經
三
卷
　
淨
名
居
士
の
經
三
卷
、

榮
啓
先
生
琴
一
張
　
榮
啓
先
生
の
琴
一
張
。

老
去
齒
衰
嫌
橘
醋
　
老
い
去
り
　
齒
衰
へ
て
　
橘
の
醋
き
を
嫌
ひ
、

病
來
肺
渴
覺
茶
香
　
病
來
　
肺
渴
し
て
　
茶
の
香
ば
し
き
を
覺
ゆ
。

有
時
閑
酌
無
人
伴
　
時
有
り
て
　
閑
酌
す
れ
ど
も
　
人
の
伴
ふ
無
く
、

獨
自
騰
騰
入
醉
鄉
　
獨
り
自
ら
騰
騰
と
し
て
　
醉
鄉
に
入
る
。

（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
十
・
律
詩
、長
慶
二
年
〈
八
二
二
〉、五
十
一
歳
、

杭
州
、
杭
州
刺
史
）

「
淨
名
居
士
經
三
卷
」は
ほ
か
で
も
な
く
、鳩
摩
羅
什
訳
の
三
巻
か
ら
な
る『
維

摩
経
』
を
さ
し
て
い
る
。）

21
（

淨
名
居
士
は
維
摩
詰
居
士
の
旧
訳
で
あ
り
、
多
く
の

詩
文
に
使
わ
れ
る
呼
称
で
も
あ
る
。「
榮
啓
先
生
」
は
春
秋
時
代
の
隠
者
・
琴

士
榮
啓
期
の
こ
と
で
、
孔
子
に
人
生
の
楽
し
み
を
問
わ
れ
、「
人
と
し
て
生
ま

れ
る
こ
と
・
男
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
・
長
生
き
で
あ
る
こ
と
」と
い
う「
三
楽
」

の
説
を
唱
え
た
こ
と
で
後
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。）

22
（

榮
啓
期
と
琴
を
詠
み
込
ん
だ

も
う
一
つ
の
白
詩
「
琴
酒
」
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。）

23
（

ま
た
、

「
好
聽
琴
」
に
「
尤
宜
聽
三
樂
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
三
樂
」
は
白
居
易
に
好
ま

れ
る
琴
曲
と
も
な
っ
て
い
る
。

「
淨
名
居
士
經
三
卷
　
榮
啓
先
生
琴
一
張
」
と
の
関
わ
り
を
視
野
に
入
れ
る

と
、「
好
聽
琴
」
に
「
塵
機
聞
卽
空
」
な
ど
と
見
ら
れ
る
仏
教
的
表
現
は
、「
空
」

の
思
想
を
説
く
『
維
摩
経
』
を
思
い
浮
か
ば
せ
る
と
こ
ろ
と
も
読
み
取
れ
る
。）

24
（
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れ
ぬ
深
窓
の
令
嬢
の
琴き

ん

の
楽
を
理
解
で
き
る
「
知
音
」
に
な
れ
る
の
だ
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
響
か
せ
て
い
る
。

「
父
親
王
の
、
さ
や
う
の
方
に
い
と
よ
し
づ
き
て
も
の
し
た
ま
」
ふ
は
、「
故

常
陸
の
親
王
の
末
に
ま
う
け
て
い
み
じ
う
か
な
し
う
か
し
づ
き
た
ま
ひ
し
御
む

す
め
、
心
細
く
て
残
り
ゐ
た
る
」
と
最
初
に
語
り
出
さ
れ
る
末
摘
花
の
イ
メ
ー

ジ
を
意
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
故
常
陸
宮
遺
愛
の
「
御
娘
」
と
い
う
の

が
末
摘
花
の
初
印
象
な
の
で
あ
る
。
末
摘
花
は
末
摘
花
巻
で
通
常
「
姫
君
」「
女

君
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
以
降
の
蓬
生
巻
・
玉
鬘
巻
・
初
音
巻
・
行
幸
巻
・
若
菜

上
巻
で
は
、「
常
陸
の
宮
の
君
」「
常
陸
の
宮
の
御
方
」「
常
陸
の
君
」
と
い
う

呼
称
が
用
い
ら
れ
、
故
常
陸
宮
名
残
り
の
愛
娘
と
し
て
の
末
摘
花
―
親
子
の
絆

を
意
識
さ
せ
る
末
摘
花
の
一
面
が
押
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
光
源
氏
は
、末
摘
花
が
父
宮
に
大
事
に
養
育
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

彼
女
の
琴き
ん

の
技
量
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
と
推
し
測
る
。「
い
と
よ

し
づ
き
て
も
の
し
た
ま
」
ふ
と
語
ら
れ
る
故
常
陸
宮
の
養
育
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
ど
ん
な
養
育
の
内
容
と
過
程
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
末
摘

花
の
琴き
ん

の
嗜
み
が
一
番
端
的
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
琴き

ん

に
お
い

て
よ
く
印
象
付
け
ら
れ
る
「
琴
伝
授
」
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、「
我
に
聞
か
せ
よ
」

と
大
い
に
期
待
す
る
光
源
氏
が
父
故
常
陸
宮
か
ら
鍾
愛
の
娘
の
末
摘
花
へ
の

「
琴
伝
授
」
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
こ
と
を
想
像
し
て
み
た
い
。）

25
（

明
確
な
典
拠

と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
父
か
ら
娘
へ
の
「
琴
伝
授
」
に
目
を

向
け
る
と
、
光
源
氏
は
漢
籍
に
伝
承
さ
れ
る
後
漢
の
学
者
蔡
邕
と
そ
の
娘
の
蔡

で
は
、「
聲
淡
」
の
琴き

ん

の
楽
は
「
塵
機
聞
卽
空
」
と
「
空
」
を
悟
ら
せ
る
音
楽

で
あ
り
、「
自
弄
還
自
罷
　
亦
不
要
人
聽
」「
兩
耳
是
知
音
」
と
自
分
だ
け
が
理

解
し
て
い
る
音
楽
で
も
あ
る
。

白
居
易
の
詩
作
に
表
現
さ
れ
る
「
空
」
を
悟
ら
せ
る
琴
音
、
及
び
琴き
ん

と
『
維

摩
経
』
と
の
関
わ
り
を
踏
ま
え
る
と
、「
琴
詩
酒
」
の
「
三
友
」
を
典
拠
に
用

い
る
「
三
つ
の
友
に
て
、
い
ま
一
く
さ
や
う
た
て
あ
ら
む
」
に
お
い
て
、「
淨

名
居
士
經
三
卷
　
榮
啓
先
生
琴
一
張
」
と
『
維
摩
経
』
と
対
に
し
て
詠
ま
れ
る

榮
啓
期
ゆ
か
り
の
「
三
楽
」
の
琴
曲
も
暗
示
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
読
み
取
れ

る
。

七
、「
空
」
を
演
奏
す
る
末
摘
花
の
琴き
ん

が
仕
掛
け
る
も
の
―

「
知
音
」
の
試
し

さ
て
、
維
摩
詰
の
イ
メ
ー
ジ
を
看
取
さ
れ
る
末
摘
花
の
琴
音
と
言
え
ば
、
そ

れ
は
「
三
楽
」
の
琴
曲
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、「
空
」
を
解
す
る
相
手
で
な
け
れ

ば
な
か
な
か
そ
の
「
知
音
」
に
な
れ
な
い
と
い
う
、「
空
」
の
智
慧
を
宿
し
た

音
楽
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

果
た
し
て
光
源
氏
は
末
摘
花
の
「
知
音
」
に
な
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
琴
を

ぞ
な
つ
か
し
き
語
ら
ひ
人
と
思
へ
る
」末
摘
花
の
消
息
を
耳
に
す
る
光
源
氏
は
、

「
我
に
聞
か
せ
よ
。
父
親
王
の
、
さ
や
う
の
方
に
い
と
よ
し
づ
き
て
も
の
し
た

ま
う
け
れ
ば
、
お
し
な
べ
て
の
手
づ
か
ひ
に
は
あ
ら
じ
と
思
ふ
」
と
強
く
心
を

と
き
め
か
せ
る
。「
我
に
聞
か
せ
よ
」
と
い
う
口
ぶ
り
は
、
自
分
こ
そ
が
知
ら
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琰
曰
く
、
呉
札
化
を
観
ず
れ
ば
、
興
亡
の
國
を
知
り
、
師
曠
律
を
吹
け
ば
、

南
風
の
競
は
ざ
る
を
識
り
、
何
ぞ
知
ら
ざ
る
に
足
ら
ん
や
。

『
芸
文
類
聚
』
や
『
太
平
御
覧
』
あ
た
り
の
類
書
に
見
る
蔡
邕
・
蔡
琰
の
逸

話
を
末
摘
花
の
物
語
の
背
景
に
据
え
る
と
、
語
ら
れ
ざ
る
父
故
常
陸
宮
か
ら
娘

の
末
摘
花
へ
の
「
琴
伝
授
」
を
想
像
さ
せ
る
。
光
源
氏
は
心
の
中
に
蔡
琰
の
よ

う
な
「
聡
恵
秀
異
」
の
美
質
が
備
わ
る
末
摘
花
像
を
描
き
な
が
ら
、
六
歳
に
し

て
父
か
ら
琴き
ん

の
伝
授
を
受
け
、
父
が
故
意
に
設
け
た
難
問
を
次
か
ら
次
へ
と
う

ま
く
解
い
て
見
せ
た
と
い
う
蔡
琰
の
学
琴
場
面
を
知
ら
れ
ざ
る
末
摘
花
の
学
琴

体
験
に
重
ね
合
せ
て
、
彼
女
を
恋
い
慕
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
想
像
を

広
げ
て
み
た
い
。
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
末
摘
花
の
琴き
ん

の
物
語

に
お
い
て
、
中
国
伝
来
の
琴き
ん

に
ま
つ
わ
る
父
か
ら
娘
へ
の
「
琴
伝
授
」
の
話
と

言
え
ば
、
父
娘
と
も
に
琴
の
名
手
で
あ
る
蔡
邕
・
蔡
琰
の
話
が
想
起
さ
れ
て
よ

い
の
で
あ
ろ
う
。）

27
（

あ
る
い
は
、
光
源
氏
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
俊
蔭
巻
に
伝
え
ら
れ
る
、
当
代

随
一
の
知
識
人
俊
蔭
か
ら
そ
の
「
心
も
聡
く
賢
」
く
、「
あ
や
し
く
め
で
た
き

人
」）

28
（

の
娘
―
俊
蔭
女
へ
の
秘
琴
伝
授
の
話
を
脳
裏
に
蘇
ら
せ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
光
源
氏
が
初
め
て
常
陸
宮
邸
を
訪
れ
る
春
朧
月
夜
の
場
面
に
関
し
て
言

え
ば
、
俊
蔭
が
亡
く
な
っ
た
後
に
展
開
さ
れ
る
俊
蔭
女
と
若
小
君
と
の
出
会
い

の
く
だ
り
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
早
く
中
川
正
美
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
。）

29
（

次
に
該
当
場
面
の
一
文
を
掲
げ
る
。

ほ
の
か
に
掻
き
鳴
ら
し
た
ま
ふ
、
を
か
し
う
聞
こ
ゆ
。
な
に
ば
か
り
深
き

琰
に
ま
つ
わ
る「
琴
伝
授
」の
逸
話
に
想
像
を
巡
ら
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

蔡
琰
別
傳
曰
、琰
、字
文
姫
、蔡
邕
之
女
。
年
六
歳
、夜
鼓
琴
、弦
断
。
琰
曰
、

第
二
弦
。
邕
故
断
一
弦
、
而
問
之
。
琰
曰
、
第
四
弦
。
邕
曰
、
偶
得
之
矣
。

琰
曰
、
呉
札
観
化
、
知
興
亡
之
國
、
師
曠
吹
律
、
識
南
風
之
不
競
、
由
此

観
之
、
何
足
不
知
。（『
芸
文
類
聚
』
巻
四
十
四
・
楽
部
四
・
琴
）

蔡
琰
別
傳
に
曰
く
、
琰
、
字
は
文
姫
、
蔡
邕
の
女
な
り
。
年
六
歳
、（
邕
）

夜
に
琴
を
鼓
し
、弦
断
ず
。
琰
曰
く
、第
二
弦
な
り
。
邕
故わ

ざ

と
一
弦
を
断
じ
、

而
し
て
之
を
問
ふ
。
琰
曰
く
、
第
四
弦
な
り
。
邕
曰
く
、
偶
た
ま
之
を
得

た
る
か
な
。
琰
曰
く
、
呉
札
化
を
観
ず
れ
ば
、
興
亡
の
國
を
知
り
、
師
曠

律
を
吹
け
ば
、
南
風
の
競
は
ざ
る
を
識
り
、
此
に
由
り
て
之
を
観
ず
れ
ば
、

何
ぞ
知
ら
ざ
る
に
足
ら
ん
。

蔡
琰
別
傳
曰
、
琰
字
文
姫
、
陳
留
人
、
漢
左
中
郎
将
蔡
邕
之
女
。
少
聡
恵

秀
異
、
年
六
歳
、
邕
夜
鼓
琴
絃
絶
。
琰
曰
、
第
二
絃
。
邕
故
断
一
絃
而
問

之
。
琰
曰
、
第
四
絃
。
邕
曰
、
偶
得
之
耳
。
琰
曰
、
呉
札
観
化
、
知
興
亡

之
國
、
師
曠
吹
律
、
識
南
風
之
不
競
、
由
此
観
之
、
何
足
不
知
也
。（『
太

平
御
覧
』
巻
五
七
七
・
楽
部
十
五
・
琴
上
））

26
（

蔡
琰
別
傳
に
曰
く
、
琰
、
字
は
文
姫
、
陳
留
の
人
、
漢
の
左
中
郎
将
・
蔡

邕
の
女
な
り
。
少
に
し
て
聡
恵
秀
異
な
り
。
年
六
歳
、
邕
夜
に
琴
を
鼓
し

て
絃
絶
つ
。
琰
曰
く
、
第
二
絃
な
り
。
邕
故わ
ざ

と
一
絃
を
断
じ
、
而
し
て
之

を
問
ふ
。
琰
曰
く
、
第
四
絃
な
り
。
邕
曰
く
、
偶
た
ま
之
を
得
た
る
の
み
。
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反
し
て
い
る
よ
う
に
明
か
さ
れ
て
い
く
。
光
源
氏
は
近
づ
い
て
い
け
ば
い
く
ほ

ど
末
摘
花
の
対
応
に
失
望
し
、「
か
か
る
こ
と
を
悔
し
な
ど
は
い
ふ
に
や
あ
ら

む
」（
末
摘
花
①
二
八
七
頁
）
と
大
い
に
後
悔
す
る
。
そ
れ
で
も
諦
め
ず
に
彼

女
の
容
姿
に
期
待
し
た
光
源
氏
は
つ
い
に
雪
の
朝
に
彼
女
の
尋
常
な
ら
ぬ
醜
貌

を
目
に
す
る
。
特
に
異
質
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、「
あ
さ
ま
し
う
高
う
の
び

ら
か
に
、
先
の
方
す
こ
し
垂
り
て
色
づ
き
た
る
こ
と
、
こ
と
の
ほ
か
に
う
た
て

あ
り
」
と
い
う
「
普
賢
菩
薩
の
乗
物
」
と
お
ぼ
ゆ
る
末
摘
花
の
鼻
で
あ
る
（
末

摘
花
①
二
九
二
頁
）。
結
局
、
そ
の
後
の
光
源
氏
は
あ
く
ま
で
も
彼
女
の
容
姿

の
醜
さ
を
代
表
す
る
鼻
に
拘
り
続
け
て
、「
な
つ
か
し
き
色
と
も
な
し
に
何
に

こ
の
す
ゑ
つ
む
花
を
袖
に
ふ
れ
け
む
」（
末
摘
花
①
三
〇
〇
頁
）
と
紅
花
の
末

摘
花
に
託
し
て
後
悔
の
念
を
訴
え
る
。
こ
の
巻
が
末
摘
花
と
言
わ
れ
る
所
以
で

も
あ
る
。

「
我
に
聞
か
せ
よ
」
と
末
摘
花
の
琴き
ん

の
演
奏
を
希
っ
て
心
中
に
「
昔
物
語
」

の
よ
う
な
魅
力
的
な
姫
君
像
を
描
き
な
が
ら
自
分
こ
そ
姫
君
の
琴き
ん

の
楽
を
理
解

で
き
る
「
知
音
」
に
な
れ
る
自
負
を
も
露
見
さ
せ
て
い
る
光
源
氏
は
、
心
中
の

理
想
的
な
姫
君
像
の
崩
壊
に
従
っ
て
彼
の
強
烈
な
恋
心
が
深
い
失
望
と
後
悔
の

念
に
転
変
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。『
維
摩
経
』入
不
二
法
門
品
に
説
か
れ
る
、

二
項
対
立
の
認
識
の
執
着
を
生
じ
ず
に
「
諸
法
空
相
」
の
実
相
を
如
実
に
観
察

し
、
捉
え
る
菩
薩
の
「
無
生
法
忍
」
の
境
地
か
ら
見
れ
ば
、
光
源
氏
の
心
境
の

変
化
は
、
末
摘
花
と
の
恋
が
彼
の
妄
念
と
執
心
に
よ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
光
源
氏
は
「
空
」
を
演
説
す
る
末
摘
花
の
琴き
ん

手
な
ら
ね
ど
、
物
の
音
が
ら
の
筋
こ
と
な
る
も
の
な
れ
ば
、
聞
き
に
く
く

も
思
さ
れ
ず
。「
い
と
い
た
う
荒
れ
わ
た
り
て
さ
び
し
き
所
に
、
さ
ば
か

り
の
人
の
、
古
め
か
し
う
と
こ
ろ
せ
く
か
し
づ
き
す
ゑ
た
り
け
む
な
ご
り

な
く
、
い
か
に
思
ほ
し
残
す
こ
と
な
か
ら
む
、
か
や
う
の
所
に
こ
そ
は
、

昔
物
語
に
も
あ
は
れ
な
る
こ
と
ど
も
あ
り
け
れ
な
ど
思
ひ
つ
づ
け
て
も
、

も
の
や
言
ひ
寄
ら
ま
し
と
思
せ
ど
、
う
ち
つ
け
に
や
思
さ
む
と
心
恥
づ
か

し
く
て
、
や
す
ら
ひ
た
ま
ふ
。（
末
摘
花
①
二
六
九
頁
）

右
の
本
文
で
は
、「
ほ
の
か
に
掻
き
鳴
ら
し
た
ま
ふ
」
と
あ
る
末
摘
花
の
琴

音
に
耳
を
傾
け
る
光
源
氏
は
「
昔
物
語
」
に
あ
り
そ
う
な
光
景
に
思
い
を
馳
せ

て
い
る
と
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
。「
昔
物
語
」
を
前
述
の
俊
蔭
巻
の
類
似

場
面
に
想
定
し
た
の
が
中
川
氏
の
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
李

暁
梅
氏
は
恋
物
語
の
発
端
と
な
る
末
摘
花
と
俊
蔭
女
の
弾
琴
場
面
を
比
較
し
て

「「
ほ
の
か
」
な
琴
の
音
は
、
源
氏
の
心
に
描
い
た
姫
君
の
イ
メ
ー
ジ
を
ま
す
ま

す
奥
ゆ
か
し
く
思
わ
せ
、
姫
君
へ
の
美
的
思
い
込
み
を
一
層
助
長
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
」
と
述
べ
る
。）

30
（

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
蔡
邕
・
蔡
琰
の
逸
話
と
『
う
つ
ほ
物
語
』
俊
蔭
巻
の

俊
蔭
女
の
話
が
琴き
ん

を
弾
く
末
摘
花
の
物
語
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
光
源
氏
は
琴き
ん

を
弾
く
蔡
琰
や
俊
蔭
女
の
よ
う
な
聡
明
で
麗
質
な
女

性
へ
の
憧
憬
の
思
い
に
駆
り
立
て
ら
れ
な
が
ら
、
末
摘
花
に
近
づ
い
て
い
っ
た

と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
後
の
展
開
と
し
て
は
、
末
摘
花
の
資
質
は
す
べ
て
光
源
氏
の
意
に
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【
注
】

（
1
）『
源
氏
物
語
』
本
文
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
よ
り
、

巻
名
・
冊
数
・
頁
数
を
付
し
た
。
傍
線
等
筆
者
。

（
2
）
山
崎
誠
「
仏
教
の
「
孝
」
の
概
念
―
「
宇
治
十
帖
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
古
文
学
』

第
十
四
号
、
一
九
七
四
年
十
月
）、
蔵
中
し
の
ぶ
「
仏
教
に
縁
な
き
末
摘
花
―
末
摘
花

は
周
利
槃
特
か
」（
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
』
36

「
蓬
生
　
関
屋
」、
至
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
十
月
所
収
）、
津
島
昭
宏
「
数
珠
持
た
ぬ
末

摘
花
―
『
源
氏
物
語
』の
仏
具
と
女
―
」（
藤
本
勝
義
編
『
王
朝
文
学
と
仏
教
・
神
道
・

陰
陽
道
』
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学
2
、竹
林
舎
、二
〇
〇
七
年
五
月
所
収
）、熊
林
紅
「
末

摘
花
の
人
物
造
型
―
儒
教
思
想
と
の
関
連
か
ら
ー
」（『
帝
京
日
本
文
化
論
集
』
第
十
八

号
、
二
〇
一
一
年
十
月
）
な
ど
。
鈴
木
氏
は
「
末
摘
花
自
身
は
、
仏
教
と
は
縁
の
薄

い
人
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
提
起
し
な
が
ら
、「
た
と
え
末
摘
花
自
身
が

仏
教
に
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
末
摘
花
を
取
り
巻
く
物
語

世
界
の
表
現
が
多
彩
な
仏
教
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は

な
い
」
と
指
摘
す
る
。

（
3
）
三
角
洋
一
「『
源
氏
物
語
』
と
仏
教
―
経
文
と
仏
教
故
事
と
仏
教
語
の
表
記
―
」（
駒

澤
大
学
仏
教
文
学
研
究
所
公
開
講
演
会
録
、『
駒
澤
大
学
仏
教
文
学
研
究
』
第
十
九
号
、

二
〇
一
六
年
二
月
）。

（
4
）
現
存
す
る
漢
訳
『
維
摩
経
』
は
、
呉
・
支
謙
訳
『
仏
説
維
摩
詰
経
』
二
巻
、
姚
秦
・

鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』
三
巻
、
及
び
唐
・
玄
奘
訳
『
説
無
垢
称
経
』
六
巻

の
三
種
類
が
あ
る
。
本
稿
で
は
当
時
最
も
普
及
し
た
羅
什
訳
を
用
い
る
。

（
5
）
仏
典
の
引
用
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』（
大
蔵
経
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
〈
Ｓ
Ａ
Ｔ
〉）
に
よ
る
。
傍
線
筆
者
。
経
典
の
訓
読
は
特
記

し
な
い
限
り
『
新
国
訳
大
蔵
経
』
と
『
昭
和
新
纂
國
譯
大
藏
經
』
に
よ
り
、
一
部
改

め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
浄
土
三
部
経
『
無
量
壽
経
』『
観
無
量
壽
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の

訓
読
は
中
村
元
・
早
島
鏡
正
・
紀
野
一
義
訳
注『
浄
土
三
部
経
』（
岩
波
文
庫
）に
よ
る
。

の
楽
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
維
摩
詰
の
役
を
担
わ
さ
れ
た
末
摘
花
の
琴
音

に
よ
る
「
説
法
」
の
前
に
、
読
者
も
試
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
は
、
維
摩
詰
居
士
同
然
に
「
沈
黙
」「
無
言
」
を
も
っ
て
光
源

氏
を
負
か
し
た
末
摘
花
の
「
説
法
」
を
指
摘
し
た
鈴
木
氏
の
論
を
継
承
し
て
、

白
居
易
の
詩
作
に
詠
ま
れ
る
琴き
ん

の
特
徴
及
び
琴き

ん

と
『
維
摩
経
』
と
の
関
わ
り
を

末
摘
花
の
弾
琴
場
面
と
彼
女
の
人
物
造
型
に
関
す
る
解
釈
に
取
り
入
れ
、
末
摘

花
の
琴き
ん

の
楽
に
『
維
摩
経
』
入
不
二
法
門
品
に
説
か
れ
る
「
空
」
の
思
想
が
孕

ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
音
楽
が
聞
く
者
に
「
無
生
法
忍
」
を
悟
ら
せ
る
極
楽

浄
土
の
宝
樹
の
「
妙
法
音
聲
」
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
、
維
摩
詰
の
素

質
が
看
取
さ
れ
る
末
摘
花
の
人
物
造
型
と
彼
女
の
恋
物
語
を
再
解
釈
し
た
。

末
摘
花
の
琴き
ん

の
楽
を
中
心
に
「
数
珠
な
ど
取
り
寄
せ
た
ま
は
」
ぬ
末
摘
花
の

物
語
と
仏
教
と
の
関
わ
り
を
論
じ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
末
摘
花
の
特
質
の

醜
貌
を
代
表
す
る
「
普
賢
菩
薩
の
乗
物
と
お
ぼ
ゆ
」
る
鼻
の
問
題
に
つ
い
て
は

取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。「
普
賢
菩
薩
の
乗
物
」
を
連
想
さ
せ
る
末

摘
花
の
鼻
に
対
す
る
描
写
は
、
維
摩
詰
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
彼
女
の
「
説
法
」

を
読
み
解
く
肝
心
な
人
物
設
定
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
問
題
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
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（
11
）
琴
の
本
文
異
同
は
、『
源
氏
物
語
大
成
』（『
大
成
』
と
記
す
）
に
よ
る
琴
の
表
記
の

調
査
成
果
を
収
め
る
、
原
豊
二
・
中
丸
貴
史
編
『
日
本
文
学
に
お
け
る
琴
学
史
の
基

礎
的
研
究
《
資
料
篇
》』（「
平
成
二
十
年
度
　
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究
Ｂ
・

研
究
課
題
番
号18720059

　
研
究
代
表
者
：
原
豊
二
　
日
本
文
学
に
お
け
る
琴
学
史

の
基
礎
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
に
よ
る
。

（
12
）
以
下
、
白
居
易
作
品
の
引
用
と
作
品
情
報
は
朱
金
城
箋
注
『
白
居
易
集
箋
校
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
十
二
月
）
に
よ
る
。
訓
読
は
『
白
氏
文
集
』（
新
釈
漢

文
大
系
）
に
よ
り
、
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
13
）
新
間
一
美
「
源
氏
物
語
の
女
性
像
と
漢
詩
文
―
帚
木
三
帖
か
ら
末
摘
花
・
蓬
生
巻
へ

―
」（『
源
氏
物
語
と
白
居
易
の
文
学
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
二
月
所
収
）。

（
14
）
森
野
正
弘
『
源
氏
物
語
の
音
楽
と
時
間
』「
第
Ⅱ
編
　
音
楽
の
表
現
と
構
造
―
第
一
章

　
頭
中
将
と
和
琴
／
光
源
氏
と
琴
の
琴
」（
新
典
社
研
究
叢
書262

　
二
〇
一
四
年
九

月
）。
ち
な
み
に
、命
婦
の
感
想
に
つ
い
て
、氏
は「
こ
の
表
現
を
反
転
さ
せ
る
と
、ち
ょ

う
ど
光
源
氏
が
常
夏
巻
で
述
べ
る
和
琴
の
音
色
に
対
す
る
感
想
「
け
近
く
い
ま
め
か

し
き
物
の
音
な
り
」（
常
夏
③
二
三
〇
頁
）
と
重
な
っ
て
く
る
」
こ
と
を
も
指
摘
し
た
。

（
15
）
儒
家
の
礼
楽
思
想
を
代
表
し
て
、
古
代
日
本
の
天
皇
家
及
び
儒
者
・
文
人
ら
の
知
識

人
階
層
に
深
い
影
響
を
与
え
た
。「
右
書
左
琴
」
と
い
う
言
葉
の
出
典
は
、
前
漢
・
劉

向
撰『
列
女
伝
』二「
楚
於
陵
妻
」等
に
あ
る
。「
夫
子
織
屨
以
爲
食
。
非
與
物
無
治
也
。

左
琴
右
書
、
樂
亦
在
其
中
矣
。（
夫
子
屨
を
織
り
て
以
て
食
を
な
す
は
、
物
と
治
無
き

に
非
ざ
る
な
り
。
琴
を
左
に
し
書
を
右
に
す
る
も
、
楽
し
み
ま
た
そ
の
中
に
在
り
。）」

（
荒
城
孝
臣
訳
注
『
列
女
伝
』
中
国
古
典
新
書
、
明
徳
出
版
、
一
九
六
九
年
）。

（
16
）
中
純
子
『
詩
人
と
音
楽
　
記
録
さ
れ
た
唐
代
の
音
』「
第
Ⅰ
部
　
音
に
遊
ぶ
詩
人
―

第
四
章
　
伝
統
の
音
を
楽
し
む
」（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
）。

（
17
）
本
稿
が
引
用
す
る
新
編
全
集
の
当
該
箇
所
は
、「
思
へ
る
」
と
、
大
輔
命
婦
が
宮
家

の
姫
君
の
末
摘
花
に
対
し
て
敬
語
を
使
っ
て
い
な
い
が
、
河
内
本
及
び
別
本
の
諸
本

に
待
遇
表
現
「
た
ま
ふ
」
の
使
わ
れ
る
本
文
が
多
く
確
認
さ
れ
る
。
加
藤
洋
介
編
『
河

（
6
）中
村
元『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』縮
刷
版（
東
京
書
籍
、二
〇
一
〇
年
七
月
）「
無
生
法
忍
」

の
項
に
、「
無
生
忍
と
も
い
う
」
と
確
認
さ
れ
る
。

（
7
）『
往
生
要
集
』
の
引
用
は
石
田
瑞
麿
訳
注
『
往
生
要
集
』（
岩
波
文
庫
）
に
よ
る
。

（
8
）こ
の
部
分
に
つ
い
て
、『
無
量
壽
経
』巻
上
に「
又
講
堂
精
舍
。宮
殿
樓
觀
。皆
七
寳
莊
嚴
。

自
然
化
成
。
復
以
眞
珠
明
月
。
摩
尼
衆
寶
。
以
爲
交
露
。
覆
盇
其
上
。
内
外
左
右
。

有
諸
浴
池
。
…
…
微
瀾
迴
流
。
轉
相
灌
注
。
安
詳
徐
逝
。
不
遲
不
疾
。
波
揚
無
量
自

然
玅
聲
。
隨
其
所
應
。
莫
不
聞
者
。
或
聞
佛
聲
。
或
聞
法
聲
。
或
聞
僧
聲
。
或
寂
靜
聲
。

空
無
我
聲
。
大
慈
悲
聲
。
波
羅
蜜
聲
。
或
十
力
無
畏
不
共
法
聲
。
諸
通
慧
聲
。
無
所

作
聲
。
不
起
滅
聲
。
無
生
忍
聲
…
…
（
ま
た
、
講
堂
・
精
舍
・
宮
殿
・
樓
觀
、
み
な
、

七
寳
を
も
っ
て
莊
嚴
し
、
自
然
の
化
成
な
り
。
ま
た
、
眞
珠
・
明
月
摩
尼
の
衆
寶
を

も
っ
て
、
交
露
と
爲
し
、
そ
の
上
に
覆
盇
す
。
内
外
・
左
右
に
、
も
ろ
も
ろ
の
浴
池

あ
り
。
…
…
微
瀾
、
迴
り
流
れ
て
、
う
た
た
灌
注
し
、
安
詳
と
し
て
徐し

ず

か
に
逝
き
て
、

遲
か
ら
ず
疾
か
ら
ず
。
波
、無
量
の
自
然
の
玅
聲
を
揚
ぐ
。
そ
の
應
ず
る
所
に
隨
っ
て
、

聞
か
ざ
る
者
な
し
。
あ
る
い
は
佛
の
聲
を
聞
き
、
あ
る
い
は
法
の
聲
を
聞
き
、
あ
る

い
は
僧
の
聲
を
聞
く
。
あ
る
い
は
寂
靜
の
聲
、
空
・
無
我
の
聲
、
大
慈
悲
の
聲
、
波

羅
蜜
の
聲
、
あ
る
い
は
十
力
・
無
畏
・
不
共
法
の
聲
、
も
ろ
も
ろ
の
通
慧
の
聲
、
無

所
作
の
聲
、
不
起
滅
の
聲
、
無
生
忍
の
聲
…
…
）」
と
あ
る
。

（
9
）「
か
の
土
の
衆
生
」
を
述
べ
る
部
分
に
つ
い
て
、『
無
量
壽
経
』
巻
下
に
「
其
有
衆
生
。

生
彼
國
者
。
皆
悉
具
足
三
十
二
相
。
智
慧
成
滿
。
深
入
諸
法
。
究
暢
要
玅
。
神
通
無
礙
。

諸
根
明
利
。
其
鈍
根
者
。
成
就
二
忍
。
其
利
根
者
。
得
不
可
計
無
生
法
忍
。（
そ
れ
衆

生
あ
り
て
、
か
の
國
に
生
る
れ
ば
、
み
な
、
こ
と
ご
と
く
三
十
二
相
を
具
足
す
。
智

慧
、
成
滿
し
て
、
深
く
諸
法
に
入
り
、
要
玅
を
究
暢
す
。
神
通
、
無
礙
に
し
て
、
諸
根
、

明
利
な
り
。
そ
の
鈍
根
の
者
も
、
二
忍
を
成
就
し
、
そ
の
利
根
の
者
、
計
る
べ
か
ら

ざ
る
無
生
法
忍
を
得
。）」
と
あ
る
。

（
10
）
前
掲
注
6
中
村
元
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』「
深
法
忍
」の
項
に
、「
無
生
法
忍
に
同
じ
」

と
確
認
さ
れ
る
。
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（
23
）「
琴
酒
」「
耳
根
得
所
琴
初
暢
、
心
地
忘
機
酒
半
酣
。
若
使
啓
期
兼
解
醉
、
應
言
四
樂

不
言
三
。（
耳
根
所
を
得
　
琴
初
め
て
暢の

び
、
心
地
機
を
忘
れ
　
酒
半
ば
酣
な
り
。
若

使
（
も
）
し
啓
期
　
兼
ね
て
醉
を
解
さ
ば
、應
に
四
樂
と
言
ふ
べ
し
　
三
と
言
は
ず
。）」

（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
十
六
・
律
詩
、
大
和
六
年
（
八
三
二
）、
六
十
一
歳
、
洛
陽
、

河
南
尹
。）「
若
使
啓
期
兼
解
醉
、
應
言
四
樂
不
言
三
」
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・

酒
・
四
八
四
に
「
も
し
栄
期
を
し
て
兼
ね
て
酔
ひ
を
解
ら
し
め
ま
し
か
ば
、
四
楽
と

ぞ
言
つ
つ
べ
か
ら
ま
し
三
と
は
言
は
ざ
ら
ま
し
」
と
見
ら
れ
る
（
川
口
久
雄
訳
注
『
和

漢
朗
詠
集
』
講
談
社
学
術
文
庫
）。

（
24
）
白
居
易
の
作
品
に
見
る
『
維
摩
経
』
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
澤
崎
久
和
「「
以
詩
爲

佛
事
」と
『
維
摩
経
』
―
宋
代
へ
の
継
承
を
視
野
に
入
れ
て
―
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』

第
十
六
号
、「
特
集
　
仏
教
と
文
学
」、二
〇
一
五
年
十
二
月
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）「
琴
伝
授
」に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』に
先
蹤
す
る
、秘
琴
伝
授
の
物
語
で
あ
る
『
う

つ
ほ
物
語
』の
影
響
（
学
習
院
大
学
平
安
文
学
研
究
会
編
『
う
つ
ほ
物
語
大
事
典
』「
他

作
品
へ
の
影
響
」
勉
誠
出
版
、二
〇
一
三
年
二
月
）
の
ほ
か
、上
原
作
和
「「
一
子
相
伝
」

の
論
理
―
『
源
氏
物
語
』
秘
琴
伝
授
の
方
法
」（
日
向
一
雅
編
『
源
氏
物
語
と
音
楽
　

文
学
・
歴
史
・
音
楽
の
接
点
』
青
簡
舎
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
も
合
わ
せ
て
参
照
さ

れ
た
い
。

（
26
）『
太
平
御
覧
』（
國
泰
事
業
文
化
、
一
九
八
〇
年
）。

（
27
）
末
摘
花
の
物
語
で
は
な
い
が
、
川
島
絹
江
氏
は
「
女
三
宮
に
伝
授
し
た
『
胡
笳
の
調

べ
』」（
川
島
絹
江
『
源
氏
物
語
の
源
泉
と
継
承
』
笠
間
書
院
、二
〇
〇
九
年
三
月
所
収
）

で
、
蔡
邕
・
蔡
琰
の
話
を
踏
ま
え
て
、「
蔡
邕
の
如
き
博
学
に
し
て
、
音
律
の
天
才
で

あ
る
光
源
氏
は
、
父
の
よ
う
に
女
三
宮
に
琴き

ん

を
伝
授
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。『
源

氏
物
語
』
に
見
る
琴
（
き
ん
）
の
故
事
の
影
響
に
関
す
る
先
行
研
究
の
概
観
と
、『
源

氏
物
語
』の
弾
琴
場
面
と
蔡
邕
ゆ
か
り
の
琴き

ん

の
話
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、拙
稿「
明

石
巻
「
広
陵
」
の
弾
琴
―
「
別
離
」
と
「
流
離
」
の
琴
（
き
ん
）
―
」（『
古
代
中
世
国

文
学
』
第
二
十
六
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）：
思
ふ
給
（
河
）、
思

給
（
河
／
【
岩
】）、
六
五
頁
。
源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』

第
二
巻
（
桜
楓
社
、
一
九
八
九
年
六
月
）：
思
ひ
給
へ
る
（【
陽
】）、
お
も
ひ
た
ま
へ

る
（【
御
】）、
思
給
（【
阿
】）、
思
ふ
た
ま
ふ
（【
尾
】）、
二
五
五
頁
）。

（
18
）「
寄
殷
協
律
」（『
白
居
易
集
箋
校
』巻
二
十
五
・
律
詩
、大
和
二
年
（
八
二
九
）、五
十
七

歳
、
洛
陽
、
秘
書
監
）、「
北
窓
三
友
」（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
十
九
・
格
詩
、
大

和
八
年
（
八
三
四
）、
六
十
三
歳
、
洛
陽
、
太
子
賓
客
分
司
）。
紫
藤
誠
也
「「
雪
月

花
の
時
君
憶
ふ
」
巻
『
末
摘
花
』」（
神
戸
女
子
大
学
紀
要
・
文
学
部
篇
十
七
―
一
、

一
九
八
四
年
）、
中
西
進
「
引
喩
と
暗
喩
（
九
）
源
氏
物
語
に
お
け
る
白
氏
文
集
「
予

与
微
之
云
々
」
な
ど
」（
二
十
頁
〜
二
十
三
頁
「
三
　
北
窓
三
友
」、『
日
本
研
究
』
第

十
一
号
、
一
九
九
四
年
九
月
）
な
ど
参
照
。

（
19
）
陳
翀
『
白
居
易
の
文
学
と
白
氏
文
集
の
成
立
―
廬
山
か
ら
東
ア
ジ
ア
へ
―
』（
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
一
年
四
月
）
参
照
。

（
20
）『
初
学
記
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
四
月
）。

（
21
）
前
掲
注
4
参
照
。

（
22
）『
芸
文
類
聚
』巻
四
十
四
・
楽
部
四
・
琴
に
「
孔
子
遊
太
山
。
見
榮
啓
期
。
鹿
裘
帶
索
。

鼓
琴
瑟
。
孔
子
問
曰
。
先
生
爲
樂
何
也
。
對
曰
。
天
生
萬
物
。
唯
人
爲
貴
。
吾
既
爲
人
。

一
樂
也
。
男
貴
女
賤
。
今
既
爲
男
。
二
樂
也
。
今
有
不
見
日
月
。
不
免
襁
褓
。
吾
行

年
九
十
有
五
矣
。
三
樂
也
。
貧
者
士
之
常
。
死
者
生
之
終
。
居
常
以
待
終
。
何
憂
哉
。

（
孔
子
太
山
に
遊
ぶ
。
榮
啓
期
を
見
る
。
鹿
裘
に
し
て
索
を
帶
と
し
、
琴
瑟
を
鼓
す
。

孔
子
問
う
て
曰
く
、
先
生
の
樂
を
爲
す
は
、
何
ぞ
や
。
對
へ
て
曰
く
、
天
の
萬
物
を

生
ず
る
、
唯
だ
人
を
貴
し
と
爲
す
。
吾
既
に
人
と
爲
れ
り
。
一
樂
な
り
。
男
は
貴
く

し
て
女
は
賤
し
。
今
既
に
男
と
爲
れ
り
。
二
樂
な
り
。
今
日
月
を
見
ざ
る
有
り
、
襁

褓
を
免
れ
ざ
る
あ
り
。。
吾
行
年
九
十
に
し
て
五
有
る
な
り
。
三
樂
な
り
。
貧
は
士
の

常
な
り
。
死
は
生
の
終
り
な
り
。
常
に
居
り
て
以
て
終
を
待
ち
、
何
を
か
憂
ふ
べ
き
、

と
。）」
と
あ
る
（『
芸
文
類
聚
』
中
文
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
十
二
月
）。



̶ 19 ̶

（
28
）『
う
つ
ほ
物
語
』
本
文
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
よ
る
。

（
29
）
中
川
正
美
『
源
氏
物
語
と
音
楽
』「
Ⅲ
　
琴
か
ら
和
琴
へ
　
三
　
琴
の
魅
力
」（
和
泉

書
院
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）。

（
30
）李
暁
梅「「
末
摘
花
」巻
に
お
け
る
琴
を「
ほ
の
か
に
掻
き
鳴
ら
し
」―『
う
つ
ほ
物
語
』

の
「
俊
蔭
」
巻
と
比
較
し
て
―
」（「
広
島
女
学
院
大
学
大
学
院
言
語
文
化
論
叢
」
第
八

号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）。

―
じ
く
・
ぎ
ん
じ
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
―


